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佐原商家町ホテル ＮＩＰＰＯＮＩＡ 

新たな客室棟「ＳＨＩＰＰＯＵ棟」がオープン！ 
 
 

株式会社京葉銀行（頭取 熊谷 俊行）は、佐原信用金庫（理事長 小森 哲）とともに  

出資している観光まちづくり会社、株式会社ＮＩＰＰＯＮＩＡ ＳＡＷＡＲＡ（代表取締役 

社長 上村 進、以下 ＮＩＰＰＯＮＩＡ ＳＡＷＡＲＡ）を通じて、香取市佐原の地域振興に

継続的に取り組んでおります。 

本日、ＮＩＰＰＯＮＩＡ ＳＡＷＡＲＡが佐原の町並み整備や魅力発信として行っていた 

第４次開発が完了し、「佐原商家町ホテル ＮＩＰＰＯＮＩＡ」（※１）の新たな宿泊施設 

「ＳＨＩＰＰＯＵ棟」として オープンしましたので、お知らせいたします。 
 
（※１）２０１８年３月にオープンした分散型ホテル 

 

【「ＳＨＩＰＰＯＵ棟」の概要】 

本施設はもともと江戸中期に建築された伊能三郎右衛門家（当主：伊能忠敬）の穀倉
こくそう

で、 

当時は佐原村全体の共同蔵として使用され“町蔵”と呼ばれるなど、地域の食を支えて   

いました。壁や出窓は江戸時代の趣をそのまま残し、まちの中心地である小野川沿いの景観を

眺めながらゆっくりと過ごすことができる施設です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【佐原商家町ホテル ＮＩＰＰＯＮＩＡのリリース】 

 くわしくはこちらをご覧ください。 

https://www.nipponia-sawara/news/newopen 

 

 

 

 

＜外 観＞ ＜客 室＞ 



【背景・経緯】 

当行は、佐原信用金庫とともに、ＮＩＰＰＯＮＩＡ ＳＡＷＡＲＡを通じて香取市佐原の

「重要伝統的建造物群保存地区」にある古民家や蔵の改修事業をサポートするなど、歴史的 

資源を活用した地域振興に継続的に取り組んでいます。 

このたびの第４次開発では、佐原村全体の共同蔵として使用されていた穀倉
こくそう

を、新たな客室

施設「ＳＨＩＰＰＯＵ棟」（２室）にリノベーションしました。また同時に、２０１８年から

稼働していた客室２室を新たに「ＭＩＹＡＫＯ棟」（１室）（※２）にリニューアルし、   

これまでの第１次、第２次、第３次開発（※３）と併せて、８棟１４室の分散型ホテルと   

なりました。 
 
（※２）「ＳＥＩＧＡＫＵ棟」の２室を１室へリニューアル 

（※３）第１次開発（２０１８年）：ＧＥＩＳＨＯ棟（カフェ）、ＹＡＴＡ棟（３室） 

ＡＯＩ棟（１室）、ＳＥＩＧＡＫＵ棟（５室） 

第２次開発（２０１９年）：ＧＯＫＯ棟（４室）  

第３次開発（２０２１年）：ＫＡＧＵＲＡ棟（フロント・レストラン・バンケットルーム）  

 

 

当行は、“歴史的資源を活用した観光まちづくり”を基本コンセプトに、香取市佐原地区の

魅力向上と観光関連産業の活性化をサポートするとともに、今後も一層の地域創生に向けた 

取り組みを行ってまいります。 

 

以 上 

 

 京葉銀行ではＳＤＧｓへの取り組みに関するニュースリリースに、 

「ＳＤＧｓ１７の目標アイコン」を標示しています。 
 
【ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）】 

2015 年 9 月に国連で採択された、2030 年までに持続可能でよりよい世界を 

目指す国際目標のこと。17 のゴール・169 のターゲットから構成される。 

 


